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嘩

哲
墨
　
研
　
究
　
　
第
七
號

隆
然
近
況

　
　
　
　
ロ
イ
ス
の
卦

　
最
近
米
國
ハ
ー
バ
茸
ト
大
毒
敏
授
ジ
。
サ
イ
ァ
、
ロ
ィ
銘

（
陶
鼠
善
暴
畠
8
）
が
逝
去
し
π
と
言
ふ
報
知
に
接
し
カ
。

氏
は
昨
年
の
十
一
月
満
六
十
歳
に
達
し
其
の
平
賀
會
が
翌

月
の
二
＋
八
籍
か
ら
三
＋
田
津
の
三
日
問
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ

ア
大
學
で
催
さ
れ
尤
亜
米
利
加
哲
學
協
會
の
大
言
を
機
と

し
て
同
蒋
に
行
は
れ
π
と
言
ふ
事
は
近
著
の
耳
払
難
詰
に

依
つ
℃
知
ク
、
共
の
大
鑑
の
模
様
を
後
飾
の
如
く
記
し
て

於
い
カ
が
至
れ
が
未
だ
印
刷
に
附
せ
ら
れ
諏
う
ち
に
此
度

は
同
氏
の
計
音
に
接
し
同
一
誌
面
に
共
の
謙
を
傳
へ
ね
ば

な
ら
識
字
に
な
っ
た
の
は
甚
だ
幽
棲
し
い
綴
じ
が
す
る
。

氏
が
十
二
月
二
十
九
口
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ワ
ル
㍗
ン

ホ
テ
ル
で
催
さ
れ
泥
親
賀
會
席
上
に
於
て
爲
し
沁
挨
拶
の

大
要
は
目
笛
層
び
ぎ
曽
喜
ざ
既
望
Φ
〈
勘
Φ
譲
く
。
㎞
・
図
鋼
く
●
。
。
●

属
亀
u
ド
鷲
Φ
・
に
載
っ
て
居
る
が
殆
ど
耗
の
密
叙
傳
と
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
灘

言
ふ
べ
き
竜
の
で
あ
る
か
ら
大
乱
其
れ
に
依
っ
て
逝
け
る

，
哲
學
者
の
面
影
を
怨
び
旧
い
と
思
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
嘩

　
氏
は
一
八
五
五
年
に
カ
リ
フ
テ
〃
ニ
ア
の
シ
エ
ラ
・
ネ
バ

ダ
（
ω
陣
芯
同
財
節
窯
㊦
〈
欝
蜘
多
）
山
脈
申
に
在
る
一
つ
の
鑛
山
町
に

焔
々
の
聲
を
あ
げ
カ
。
此
の
町
は
氏
の
誕
生
前
僅
か
五
六

乳
年
位
に
開
け
だ
所
で
は
あ
る
が
其
の
課
題
に
は
以
前
の
鑛

夫
の
探
具
し
喪
穴
の
跡
が
散
見
さ
れ
た
う
、
古
い
朽
ち
果

て
π
松
の
丸
太
棒
な
ど
が
こ
ろ
が
っ
て
居
だ
ウ
、
鑛
夫
の

墓
が
氏
の
家
か
ら
程
遠
か
ら
糧
揚
所
に
見
出
さ
れ
だ
う
し

た
事
な
ど
か
ら
、
鑛
街
事
業
は
、
人
が
其
慮
に
住
み
始
め

π
最
初
か
ら
行
は
れ
て
居
力
の
だ
と
言
ふ
威
じ
を
氏
に
旭

さ
し
控
。
そ
れ
で
先
輩
達
が
『
此
の
町
は
新
し
い
町
だ
』

と
書
ふ
の
を
聞
い
て
、
子
供
心
に
竜
、
共
れ
は
果
し
て
ど

う
言
ふ
意
味
だ
ら
う
か
。
何
忙
が
新
π
ら
し
い
と
呼
ば
る

べ
き
も
の
だ
ち
う
か
と
言
ふ
事
に
つ
い
て
し
ば
ノ
＼
疑
ひ

を
起
し
遼
と
言
ふ
。
そ
し
て
次
第
に
琵
の
疑
問
を
解
決
す

る
事
が
衝
分
の
生
涯
の
仕
事
の
一
部
分
で
あ
る
と
域
ず
る
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綴
に
な
つ
だ
と
言
ぶ
事
で
あ
る
。
氏
に
始
め
て
暫
學
を
敏

へ
て
憬
れ
た
の
は
、
共
催
家
で
私
塾
を
開
い
て
居
つ
だ
母

と
そ
れ
か
ら
氏
の
姉
達
と
で
あ
っ
π
。
姉
の
一
人
は
亦
氏

し
に
曲
讃
方
を
敏
へ
癌
κ
。
・
家
で
は
羅
甑
聖
堂
尉
が
舗
瞬
ま
れ
カ
｛
。
母
か

ら
聖
書
の
話
を
翫
ん
で
聞
か
せ
ら
れ
る
の
は
喜
ぶ
所
で
あ

っ
カ
が
。
臼
曜
日
の
儀
式
に
出
る
事
を
強
ひ
ら
れ
る
の
は

好
む
所
で
は
な
く
屡
々
反
抗
さ
へ
し
π
。
氏
が
宗
敏
に
録

し
て
自
分
で
最
初
に
選
ん
だ
の
は
居
間
の
机
の
上
に
在
っ

た
新
約
全
書
の
『
獣
示
録
』
で
あ
っ
π
。
而
七
『
黙
示
録
』

か
ら
は
、
は
っ
き
う
し
た
考
を
握
ら
せ
ら
れ
な
か
つ
π
。

そ
れ
に
反
し
て
趨
分
よ
亟
三
つ
年
上
の
す
ぐ
の
姉
と
よ
く

議
論
を
し
π
事
か
ら
、
辮
謬
法
の
習
練
を
受
げ
沁
事
が
非

常
だ
つ
だ
。
姉
は
姉
で
眞
理
を
主
張
す
る
し
、
氏
は
黒
氏

の
意
見
を
言
ひ
張
る
事
に
於
て
姉
に
譲
ら
な
か
つ
π
。
懐

し
姉
が
勘
忍
幽
い
の
で
烈
し
い
喧
嘩
に
陥
る
様
な
事
は
な

か
つ
疫
が
除
ム
爾
者
の
論
が
哲
外
的
に
な
っ
て
來
π
時
は

母
が
必
ず
、
氏
に
一
時
間
位
ヂ
ツ
ト
落
ち
つ
い
て
や
る
様

　
　
　
　
　
學
界
近
況

孜
仕
事
を
命
ず
る
の
が
常
で
あ
っ
た
α
域
は
非
常
に
活
濃

な
子
供
と
言
ふ
方
で
は
な
く
、
む
し
ろ
臆
病
孜
子
供
で
は

あ
っ
カ
が
一
膿
に
快
活
な
性
質
だ
つ
だ
。
南
北
載
争
の
頃

，
に
は
載
況
談
を
も
人
々
か
ら
多
く
聞
い
だ
が
、
進
ん
で
戦

箏
の
結
果
が
果
し
て
ど
れ
程
で
あ
ら
う
か
と
言
ぷ
纂
を
調

べ
て
見
竜
し
な
か
つ
π
の
で
職
雫
に
抄
し
て
は
、
他
の
人

生
の
諸
問
題
に
封
ず
る
と
同
じ
標
に
漢
然
と
し
た
考
へ
し

か
持
っ
て
居
ら
な
か
っ
た
。
漏
し
此
の
職
孚
の
絡
ウ
璽
、

ン
ン
コ
粥
ン
の
筆
管
を
耳
に
し
た
時
に
馬
の
心
に
最
初
の

そ
し
て
力
言
い
愛
國
心
が
芽
を
吹
き
出
し
だ
、
此
の
頃
か

ら
し
て
、
馬
の
興
味
は
母
家
と
宗
敏
と
に
謝
し
て
塵
じ
だ

と
二
爵
ふ
。
氏
の
デ
家
は
や
四
か
て
㍗
　
ず
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
認
に

移
つ
π
。
始
め
て
見
力
〔
、
ず
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
3
鵜
幡
や
大
洋

は
氏
を
し
て
院
惚
π
ら
し
め
π
が
、
永
い
問
、
氏
に
敏
ゆ

る
所
は
極
あ
て
少
か
つ
カ
と
言
ふ
。
一
八
六
六
年
の
六
月

頃
、
ナ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
大
き
な
、
申
學
程
度
の
或
る

學
校
に
入
み
、
三
千
の
生
徒
の
一
入
と
な
つ
π
α
此
の
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
五
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暫
學
研
　
究
　
　
第
七
聾

　
　
　
　
　
　
あ

校
の
訓
練
の
仕
方
は
氏
に
新
π
ら
し
く
威
ぜ
ら
れ
だ
。
氏

の
頭
髪
が
赤
か
つ
泥
事
や
顔
に
そ
ば
か
す
が
あ
っ
π
事

や
、
一
膿
に
田
舎
じ
み
疫
風
墾
ウ
な
様
子
を
し
て
居
π
事

や
、
諸
種
の
團
膿
遊
戯
に
加
は
る
能
力
が
な
か
つ
記
事
な

ど
か
ら
、
仲
間
か
ら
は
不
星
型
な
奴
だ
と
み
ら
れ
た
。
是

等
の
學
生
に
伸
問
入
し
疫
當
座
は
む
し
ろ
悲
し
い
二
分
に

満
ち
て
居
た
が
後
で
は
丁
丁
の
利
盆
で
あ
る
こ
と
が
追

追
と
わ
か
っ
て
來
だ
。
つ
衰
う
、
是
等
の
學
生
の
仲
間
に

引
き
入
れ
ら
れ
π
が
疫
め
に
、
始
め
て
、
所
謂
『
鮭
會
の

奪
嚴
』
を
威
得
し
応
長
の
で
あ
っ
カ
。
一
八
七
一
年
カ
リ

7
ラ
謝
轟
ア
大
學
に
入
ゆ
、
一
八
七
五
年
其
露
で
氏
は
最

初
の
學
位
を
得
喪
。
カ
ジ
フ
テ
ル
ニ
ァ
大
子
時
代
に
受
け

た
哲
婦
的
影
響
の
圭
な
込
の
は
、
第
一
に
は
ジ
ョ
セ
ブ
、
ル

コ
ン
塾
（
q
O
・
。
Φ
讐
ピ
②
O
。
客
。
）
敏
授
の
敏
へ
。
第
二
に
は

卒
業
前
二
年
の
問
、
英
語
を
敏
は
っ
た
エ
ー
3
ワ
蓄
1
3
、
ロ

｝
ラ
ン
ド
、
シ
ル
（
箇
傷
妻
嘱
望
負
舅
O
ぞ
一
樋
口
伽
G
Q
剛
＝
）
敏
授
の
個

入
事
鳳
町
、
第
三
に
は
ジ
憩
ン
、
ス
チ
ュ
ア
f
｝
、
ミ
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
穴

（
噛
O
げ
舞
　
　
の
け
2
節
酒
酔
　
羅
一
驚
）
や
ハ
す
バ
宣
ト
、
ス
ペ
ソ
ず
置

（
国
Φ
薮
①
客
σ
Q
娼
Φ
き
霧
）
の
書
物
か
ら
得
だ
、
交
野
的
戴
化

で
あ
っ
π
。
ヵ
ジ
ホ
ル
ニ
ァ
大
學
卒
業
後
は
猫
逸
に
往
っ

て
學
び
後
再
び
本
塗
に
蹄
っ
て
、
ジ
．
ン
ボ
ブ
キ
ン
ス
大

型
に
學
び
、
一
八
七
八
年
か
ら
一
八
八
二
年
ま
で
は
一
時

カ
リ
フ
。
ζ
ア
大
學
に
講
師
と
な
猷
か
く
て
一
八
八
二

年
か
ら
は
ハ
ξ
パ
土
室
大
釜
に
敏
授
と
な
つ
カ
・
の
で
あ

る
。
掘
掬
逸
で
は
グ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
望
で
”
ヲ
ツ
エ
（
い
。
ぼ
O
）
の

講
義
を
闘
き
暫
く
は
共
の
影
響
を
張
く
受
け
て
居
た
。
叉

シ
藏
露
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
書
物
か
ら
得
π
滅
化
も
頗
る
彊

か
つ
カ
。
カ
ン
ト
の
哲
學
に
は
永
い
問
非
常
な
る
注
意
を

彿
っ
て
等
差
。
記
し
一
八
九
〇
年
以
前
は
養
分
肖
身
で
、

躍
Φ
σ
q
鉱
乃
至
φ
お
Φ
∬
○
巴
誌
兄
弟
等
の
威
化
を
受
け
て
居

泥
と
は
考
へ
な
か
つ
π
。
猫
逸
奏
覧
時
代
は
p
マ
ン
チ
ッ

ク
涙
の
鳳
化
を
5
け
て
共
の
『
詩
の
哲
學
』
な
ど
は
護
ん

で
熱
心
に
言
書
な
ど
ま
で
し
た
程
で
あ
っ
疫
。
識
し
叉
早

い
頃
か
ら
論
理
學
に
強
い
興
昧
を
有
し
て
居
尤
の
で
、
長
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酔

881

い
間
、
数
學
に
書
す
る
明
快
な
知
識
を
得
だ
い
竜
の
だ
と

希
っ
て
居
だ
。

’
氏
の
回
想
に
依
れ
ば
氏
の
最
思
ひ
を
ひ
そ
め
疫
問
題
は

肚
會
と
言
ム
親
父
で
あ
っ
た
と
言
ふ
。
勿
論
、
此
の
事
が

明
か
に
意
識
に
上
っ
て
來
授
過
程
は
漸
進
的
で
は
あ
つ
π

が
、
氏
が
未
だ
故
郷
に
居
る
時
分
、
姉
蓬
と
前
方
の
ず
ク

ラ
メ
ン
ト
．
書
谷
を
越
兇
π
彼
方
の
蒼
い
世
界
に
つ
い
て
不

審
を
抱
い
力
時
に
、
朧
ろ
げ
な
が
ら
竜
祉
會
乏
言
ふ
観
念

を
意
識
す
る
様
に
な
つ
控
。
ず
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
頴
の
中
等

學
綾
で
始
め
て
地
生
の
仲
油
入
を
し
疫
時
に
威
じ
疫
の
竜

此
の
磯
會
と
言
ふ
槻
念
で
あ
っ
π
。
又
、
濁
逸
留
學
時
代

に
理
解
し
よ
う
と
努
め
た
事
も
此
の
親
念
に
外
な
ら
な
か

つ
カ
。

　
氏
は
非
留
年
的
の
人
で
あ
う
非
肚
皆
勤
の
人
で
は
あ
つ

禿
が
日
面
、
鮭
會
に
封
ず
る
強
い
興
味
を
有
し
て
居
箆
と

自
ら
言
は
れ
て
る
る
。

　
氏
の
主
な
る
著
書
は
左
の
通
う
で
あ
る
。
其
あ
中
、

　
　
　
　
　
學
界
近
況

○
算
躍
口
＄
o
鞠
男
ω
）
δ
】
δ
♂
σ
q
賢
層
お
O
⇔
は
曾
っ
て
、
交
學
士
、

風
見
謙
次
郎
氏
に
依
っ
て
諜
出
さ
れ
（
『
ロ
ィ
ス
心
理
學
』
）

最
近
に
は
、
鈴
木
牟
三
郎
氏
の
魏
鐸
に
依
っ
て
『
忠
義
の

哲
學
』
が
紹
介
さ
れ
て
居
る
。
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趨
費
ε
伊

宅
監
診
匿
警
鍔
霧
類
昌
釦
。
陣
一
｝
魯
醤
器
塁
。
・
o
昌
笛
⑦
目
、
ぼ
ご
。
・
o
℃
げ
嘱
。
臨
凱
h
ρ

　
目
録
H
・

　
円
冨
融
。
霞
。
窪
。
臨
聚
Φ
㍑
σ
⊇
♂
謹
砿
固
皐
お
馨
辱
お
齢
．
　
　
　
　
　
、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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8
審
閲
δ
び
回
⑦
溝
。
臨
Q
君
門
贈
囲
二
日
食
く
。
冨
γ
ぎ
｝
藁
己
円
げ
㊦
O
貯
齢
仲
鍵
⇒

　
　
b
o
o
す
貯
Φ
o
臨
ピ
罵
㊦
．
　
ぐ
。
ド
心
っ
．
6
げ
Φ
罰
三
囲
≦
o
同
缶
鈎
ロ
負
笛
Φ
O
配
蜜
－

　
　
銘
芦
昌
囲
飾
O
彊
碧
　
　
扁
¢
ド
。
◎
7

　
0
昨
年
（
｝
九
一
五
）
十
二
門
月
二
十
八
臼
か
ら
三
十
田
迄
の
三
臼
間
柴
ゐ
國
ペ

ン
シ
ル
バ
扁
ア
大
學
で
開
か
れ
た
亜
米
利
加
二
七
協
倉
の
大
圏
μ
に
は
曾
っ
て

（
一
九
〇
三
年
）
同
協
會
の
愈
隔
頭
を
務
め
た
畢
の
あ
る
、
現
ハ
ー
バ
ー
ド
大
…
学

敏
授
、
，
ロ
イ
ス
（
蜀
。
唄
o
o
）
氏
の
曲
禰
六
十
心
蔵
に
傭
蓬
し
た
（
昨
犀
雪
囲
丹
）
醜
賀
曾

竜
蕪
ね
催
さ
れ
、
隅
氏
の
暫
學
原
理
其
他
繰
々
の
方
弼
に
闘
す
る
…
数
多
の
論

山叉

ｪ
獲
助
衣
さ
れ
た
が
銃
乱
等
は
本
年
五
月
〃
の
『
哲
學
評
臨
繭
』
（
同
ご
。
弓
｝
げ
鵠
O
乙
a
o
唱
げ
ざ

巴
蜀
Φ
く
冨
響
・
く
9
図
図
く
．
9
◎
鼠
蓼
唄
り
μ
く
つ
δ
）
に
噛
め
ら
れ
て
贋
る
。
同
誌
に
険
難

の
外
回
¢
頭
に
、
ロ
イ
ス
氏
の
｛
鳥
悼
墨
（
一
九
一
四
、
撮
影
、
五
十
八
歳
）
が
馬
蝿
げ

ら
れ
、
そ
れ
か
ら
同
輩
二
十
歳
の
時
の
爲
眞
（
一
八
七
六
年
撮
影
）
や
、
十
二

月
ご
＋
九
臼
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ワ
、
ル
ト
ン
、
ホ
テ
ル
で
催
さ
れ
た
叢
書

曾
席
上
に
於
け
る
”
イ
メ
氏
の
挨
拶
や
、
ベ
ン
が
ヤ
ミ
ン
、
ラ
ン
ド
筑
の
編

纂
に
か
エ
る
ロ
イ
ス
氏
の
著
書
薩
長
丈
覚
ハ
弛
の
解
川
題
（
凡
そ
百
十
七
）
や
、
諸
獄

の
選
評
的
論
丈
の
解
題
（
凡
そ
三
＋
四
）
な
ど
が
載
せ
ら
れ
て
居
る
。

．
○
」
近
着
の
層
、
凪
げ
㊦
q
O
μ
環
δ
a
O
流
摺
げ
邑
O
恥
O
℃
『
ど
．
娼
恥
璽
。
ゲ
O
ざ
σ
q
団
騎
ご
篇
。
慶
。
δ
づ

　
　
儲
論
O
冨
驚
び
O
α
訟
に
依
れ
ば
猫
…
遡
に
於
け
る
一
（
瀞
9
Φ
塗
O
一
誌
O
げ
夢
怨
で
は
か

　
　
ね
て
募
集
中
の
懸
賞
．
論
丈
．
、
白
島
き
肖
幽
ぐ
。
⇔
頃
鍵
け
彦
，
⇔
．
胆
b
O
窪
臥
⇒
o
o
〔

　
　
O
暮
Φ
σ
費
。
鳳
。
。
・
琶
師
帥
欝
。
。
戯
駄
陣
ざ
留
切
8
8
目
6
0
艮
。
琶
憎
9
、
ρ
q
男
匿
δ
u
ε
び

同
唱
駒
の
閉
切
期
疑
を
、
職
撃
に
幽
く
種
々
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
來
年
（
】
九

一
七
年
）
の
鶴
見
十
五
田
迄
延
期
し
た
と
言
ふ
。
そ
し
て
論
文
審
査
員
は
イ

ェ
ナ
大
學
敏
授
バ
ウ
フ
（
鵬
欝
二
〇
げ
）
氏
、
フ
ラ
イ
ベ
ル
ビ
大
齢
…
教
撞
ロ
ー
ン

（
O
。
冨
）
氏
、
ゲ
ツ
チ
ン
ゲ
ン
大
學
淫
売
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
、
マ
イ
エ
ル
（
に

一
一
八

⑦
げ
門
島
ン
劉
営
哩
）
氏
な
る
べ
く
、
賞
金
は
一
等
千
五
百
マ
ル
ク
、
二
等
、
チ

マ
ル
ク
な
り
と
雷
ふ
購
で
あ
る
。

　
○
そ
れ
か
ら
、
難
誌
『
心
理
學
藺
評
鞠
二
重
（
層
犠
同
。
じ
。
ざ
ぴ
Q
帥
。
迄
幻
Φ
く
ざ
ぞ
）
出
版
載

か
ら
此
度
新
た
に
『
二
一
瞼
心
理
墜
雑
誌
榛
（
・
同
。
舞
謬
乙
。
出
図
猛
唱
費
ぎ
峯
峯
5
　
団
ロ
・
畷

。
ぎ
回
o
T
罵
）
が
二
ヶ
月
二
一
、
変
づ
k
朝
刊
さ
れ
る
纂
に
な
り
編
瞬
監
督
は
ジ
ヨ

ン
ス
、
ホ
プ
キ
ン
ス
大
羽
敏
授
、
ジ
珊
ン
、
ビ
董
、
ヲ
ヲ
ト
ソ
ン
（
q
O
げ
μ
尉
．

宅
簿
。
。
o
膨
）
氏
が
競
る
と
言
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

彙

報

京
都
淵
瀬
大
駆
文
科
大
領
暫
學
科

大
正
竃
年
慶
講
嚢
題
爲

○
正
科
目

暫
騒

悪
手
暫
墨
三

無
麺
講
回

持
殊
講
出

演
　
習

普
通
講
議

特
殊
亀
卜

三
田
教
授

同朝
永
数
授

岡

同　岡こ二

　　時
　　間

囎巴津墨へ暫
冨器…lg　｝

露鷺3ゲ學
能霧あ概
。器m　論
霞旨　理論

囚
時
二

三
陣
聞

爾
洋
哲
墨
守

フ
イ
L
テ
以
後
の

蕎
醸

．
ド
㍗
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，
剛
慶
哲
畢

実
郷
一
目

心
理
墨

俄
理
鑛

臨
時
畢

曹
通
講
議

同特
殊
講
議

演
餐

普
二
一
嚢

特
殊
講
義

演
習
普
通
講
義

特
殊
講
義

岡
演
饗

實
脅

講
讃

特

殊
婁毒

義

蓼．苧

通

講

義

演
習

碧
麺
講
義

松
本
教
授

齋
藤
講
師

松
本
教
畏

同高
瀬
教
授

狩
野
教
授

野
上
助
教
授

岡千
藥
講
師

野
上
助
教
授

野
上
助
歌
捜

千
葉
講
師

千
葉
講
師

藤
井
教
授

同小
西
救
援

　
　
報

二
時
聞

三
時
閲

二
碍
問

同同　こ二

　　　時時
　　　三間

三
時
開

一
暗
聞

同二
臨
問

二
時
間

二
時
間

時時
間開

二
時
問

二
時
爾

印
度
暫
攣
概
論

佛
教
々
理
概
論

印
度
佛
教
史

穴
乗
起
信
論

支
那
暫
學
更

朱
明
哲
學

禮
記

心
理
學
概
論

心
理
墨
親
近
の
傾

向
意
識
の
問
題

心
身
租
關
論

（
O
｛
嵩
ぎ
。
戸
切
。
蝕
｝

同
O
げ
銘
σ
Q
①
こ
・
ぎ
鮮
解

6
”
国
ρ
ロ
ぴ
Q
⑦
♪
図
窪

塊
窪
自
切
震
0
2
①
●

譲
琶
3
Φ
暑
浅
ユ

器
衛
母
嬌
智
｝
色
。

駐
曾

藻
界
近
況
甑
彙

一
般
倫
理
學

託
會
的
、
凹
溜
的

制
度
と
し
て
の
族

欄
、Q

掌
9
唖
ざ
。
ぽ
σ
艶
◎

彰
露
H
ひ
ε
目
仲
謀
＄

毅
育
概
論

繋
四
二
術
史

察
澱
墨

融
二
三

特
殊
講
義

演
舞

讐．1阪

動淳

識

同普
　通
　講
　磯

岩
団
講
義

特
殊
講
義

同
口
留

三
皇
講
義

特
殊
講
激

演
義

同
深
田
教
授

同誌
本
教
授

肩
野
講
師

薗
田
講
師

松
本
教
授

米
田
講
師

同

偲搾出こ：二

　　時
　　間

二
時
一

同
三
疇
閥

二
時
闇

四二
　　時
　　間

巾
畢
教
査
塑
蓬
史

団
o
a
＝
甑
①
嬉
ぎ
3

諜
O
⇒
管
。
諺
窯
暮
圃
O

づ
三
口
・
酔
・
昌
μ
ξ
o
営
幹

西
洋
敏
育
難
誌

美
學
概
論

西
洋
美
衝
史
概
説

宗
敏
墨
概
論

経
典
論

鎌
倉
時
代
佛
教
史

傳陶（
ﾒ
計
U
δ
男
。
冒

び
q
こ
。
ご
コ
貯
譲
場
げ
巴

げ
伽
曾
Q
お
”
N
Φ
昌

翫
①
ロ
陰
げ
ご
。
。
器
p
＜
霞

謬
簑
”
津
巳

コ
カ

純
蕉
祉
會
撃
概
論

タ
ー
ル
ド
、
ヂ
鳳
ル

ケ
ム
及
ジ
ム
メ
ル

の
殿
主
學

証
禽
生
湧
と
人
格

の
獲
達

d
霞
】
＾
げ
㊦
㎞
旨
層
U
①

軍
a
く
淳
δ
浮
急
Φ

穿
銘
艶
鵠
。
。
G
鼠
掌
・
ド

文
化
の
獲
展

≦
鎧
目
象
噂
厨
ぽ
厨
⑦

艮
。
山
Φ
門
く
α
穿
。
愚

。・

c
9
9
0
α
。
帥
の
・
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．
講
讃

同

一
晴
問
副
巴
剛
O
尾
　
憩
0
9
離

　
　
ゆ

腕
づ
O
ぎ
該
O
戸
Ω
帥
翫
餌

ぎ
7
Q
む
。
植
娼
3
口
。
言
霞

む慶

X
馨
0
6
δ
0
2
メ

O
副
科
目

蘂
重
圏

島
助
教
授
　
　
　
響
ロ
ム
バ
ー
ド

三
　
時
　
壁
画

ピ
＆
o
Q
ρ
男
。
器
。
け
二
日
切
。
躍
。
臨
疑
ぎ
暮
瞬
。
冨
。
暮
ぼ
8
鷺
。
富
冨
窯
。
〈
Φ
舅

濁
要
語
成
瀬
講
師

w
乙
同
（

青
木
、
猫
逸
語
教
材
、
巻
一
u
δ
日
豊
＄
。
鼠
Φ
Φ
冥
g
9
ざ
覧
自
譲
ノ
＜
①
奏
畠
σ
。
舞
O
げ
。
冒
衛
。
ピ
8
欝
困
＄
　
蟹
多

佛
語

ﾒ
岡
（

　
9
目
鴫
蟄
謙
譲
Q
O
痔
。
・
趨
凄
営
Φ
暮
a
お
・
O
象
謎
Q
。
琶
覧
簿
釦
①
り
節
謁
β
①
飾
⑦
団
鼻
暉
。
玖
沼
．
O
O
細
謹
麟
一
㊦
営
毒
欝
凶
尾
●
O
け
。
旧
臣
①
ピ
8
ε
舘
閲
簑
膨
。
鉱
港
◎
慶
b
o
評
壇

　
　
「
ζ
。
ロ
。
鐸
娼
Φ
匡
Φ
得
・

希
騒
語
擁
鍛
講
鵬
生
　
理
　
學

新
村
敏
授
熱
田
講
師
石
三
教
佼
　
（
乱
造
）

一
　
時
　
闘
）
甲
二
時
問
X
乙
同
（
二
　
時
　
問

教
育
行
政
、
織
照
敏
授
　
　
（
法
科
）

こ
　
時
　
問

心
理
叢
書
の
護
刊

一
二
〇

璽

　
心
理
學
研
究
會
に
て
は
松
本
博
士
主
唱
の
下
に
大
略
左
の
如
き
規
約
を
設

け
て
心
理
叢
書
を
獲
毒
す
る
宙
。
属
み
に
そ
の
第
一
斑
轍
十
一
月
一
日
嚢
4
8

桑
田
丈
學
士
の
「
璽
魂
の
信
仰
と
蔵
出
崇
揮
」
と
決
定
せ
り
と
。

　
　
　
　
『
心
理
叢
欝
』
刊
行
脅
規
約
（
摘
要
）
　
　
　
　
　
，

一
、
恥
毛
は
日
本
に
於
け
る
心
理
學
上
の
猫
網
的
研
究
を
集
成
す
る
た
め

　
　
に
、
『
心
理
叢
書
』
を
刊
行
す
る
を
携
的
と
す

二
、
本
會
の
琶
的
を
賛
翫
す
る
も
の
は
締
人
に
て
も
愈
興
と
な
る
こ
と
を
得

三
、
本
物
の
掛
員
た
ら
ん
と
欲
す
る
も
の
は
住
縛
氏
名
を
明
記
し
、
入
愈
希

　
　
望
の
旨
を
書
添
へ
、
東
京
圏
闘
大
學
心
理
四
教
塞
内
櫓
田
惟
茂
宛
摩
込

　
　
む
べ
し

四
、
　
心
理
欝
欝
皿
け
M
毎
掘
馴
闘
山
ハ
版
約
二
蕎
甲
員
内
外
・
ζ
し
、
　
年
二
燈
乃
蓬
階
悶
燈
を

　
　
獲
朝
し
之
を
倉
員
に
配
布
す

五
、
愈
員
は
鍵
書
の
嚢
利
目
に
禺
版
實
費
と
し
て
金
五
拾
饒
内
外
の
會
費
を

　
　
前
納
す
る
も
の
と
す
（
愈
饗
額
は
叢
書
の
嚢
刊
毎
に
會
員
に
通
知
す
）

八
、
本
會
の
事
務
は
之
を
心
理
學
研
究
會
繊
版
部
に
委
托
す

新．

?
紹
介

　
　
科
畢
の
贋
値
　
　
　
　
ア
ン
リ
。
ボ
ァ
ン
ヵ
レ
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
矯
　
邊
　
　
元
謙

　
科
學
の
煩
値
を
論
ず
る
の
は
貞
然
科
學
に
と
っ
て
最
後
の
問
題
で
あ
る
。

然
し
哲
學
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
最
後
り
悶
題
で
あ
る
か
ど
う
か
。
カ
ン
ト
の

哲
學
の
第
一
の
問
題
は
如
何
に
し
て
純
粋
数
學
が
可
能
な
り
や
と
い
ふ
こ
と

●




